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《現地報告》

カトマンズ盆地のイネの二期作

小林茂＊

はじめに ネパールの首都，カトマンズの郊外の水田地幣では，夏（モンスーン季）にイ

ネ，冬に衷作のコムギが作付けされ，いつ訪問しても日本の水II1地俗とさして

述和感のない談観がひろがっている。 1990年3月はじめ，そうしたコムギ畑の

小路をあるいていたところ，水をはった 2枚の水田にいきあたった。コムギの

緑色のひろがりのなかで，なにも作付けされていない水IIIはよくめだっ。村人

にきけば，これからIII植えをおこなう予定という。二期作の第一期にあたるこ

とになる。またちかくに荀代がみあたらないのでたずねてみると，カトマンズ

盆地外から購入してくるということであった。まだ寒冷な時期の無理な苗代づ

くりをさけて，温暖な低地でできたtiiをもちこむのである。翡度差の大きなヒ

マラヤらしい工夫といえよう。

こうしたかたちでの二期作は，最近はじまったもので，年々増加傾向にある。

第一期作によるコメの収批は，衷作のコムギにくらぺかなり多いのである。ま

た牒業将及機関がとくにifi漠したものではなく，牒民が自主的にはじめたイノ

ベーションとしての性格をもっている点も興味ぶかい。

ここでは， 1990年2月～ 4月のあいだに収集できた知見をもとに，上記のよ

うなカトマンズ盆地の二期作について報告し，あわせてその背娯や慈義につい

て検討をくわえてみることにしたい。以下ではまず，ネパールのイネ栽培を概

観し，カトマンズ盆地の特色を検討する。ついで，第一期作に焦点をあわせて

概要を示し，それに考察をくわえていくこととする。

Lネパール・ ネパールでは，イネは作付け面積および収批がもっとも多い穀物で，不安定

ヒマラヤの な食柑事梢もあって，生産はなお増大傾向にある。その栽培は水田でおこなわ

イネ栽培 れるのが普通で，リクトウ（陸稲）の比率はひくく， 9%といわれる [MALLICK
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1981/82: 7・8, 133 ; NATIONAL PLANNING COMMISSION 1990 :40・41,46・49]。

ネパールにおけるイネの耕作限界は．一般に高度約1800mである [KAIi「AKITA

1956]。しかし．西ネパールのジュムラ地方では特異的にたかく， 2700mに達

することが報告されている [B1sllOP1990: 213・214]。ただしこの場合は，南側

の山地の雨かげ効果により，モンスーン季でも日照が多く，昼間は高温になる

という気象条件 [UHLIG1978]のほか，保温による発芽促進や特殊な苗代管理

など，限界地らしい牒業技術も重要な意義をもっていることが知られている

[WlllTEMAN 1985]。

他方．低地の楊合，高度約1200m以下になると，かつてはマラリアが妓延し，

土地利用が制約されていたが， 1950年代のマラリア根絶事業によって，怠速に

水田のI開発がすすんでいる。人びとは近隣の低地の開発をおこなうだけでなく．

とくにインド国境に接して東西にひろがるタライ地方への移住もすすめてきた

［小林 1989;南 1990; 199]など］。今日ではタライ地方のイネ栽培は，作付

け面積•生産批いずれでも大部分をしめるにいたっている [MALI.ICK 1981/82: 

1-3]。

以上のような限界地あるいは新ilil地に対して，高度約1300mに位骰するカト

マンズ盆地では，ふるくからネワール族によって人力主体の集約的な水田耕作

がおこなわれてきた [MALLA1972 ; WEBSTER 1981 ; MOLLER 1981: 41 ・63など］。

しかし1950年のラナ家による専制体制の終了以降，土地制度の改革による小作

人の保殿をはじめとして，イネやコムギの新品種や化学肥料の祁入など大きな

変化がはじまっている［石井 1979; WEBSTER 1983 ; PAClllCO and ASHBY 

1983など］。カトマンズ盆地では，他の地域と比較してこうしたイノベーショ

ンが急速なことにくわえて [ASll8Yand PAClllCO 1987]．単位面積あたりの収

焼がいちじるしく多いこと [MALLICK1981/82: 3・5] も特色といえよう。これ

には上記のような集約的な牒業の伝統が関与していると考えられる。

二期作という点からみると，カトマンズ盆地は晋通の慈味での限界をこえて

いると考えられ見民族学や地理学の報告でも，冬のコムギ栽培（衷作）とセッ

トになったモンスーン季のイネ栽培にふれるだけである [TOFFIN1977: 71 ・84 ; 

MOLi.ER 1981: 56・58など］。この背娯には．春先の気温・地温がひくく，苗を

はやくから準備すると成長がきわめておくれるということがある。このため苗

I) ネパールにおけるイネの二期作の裔度限界にふれた研究にはまだ接していないが，カト

マンズ盆地に接する Kabhce-Planchok郡の村落では． 1200m前後が限界といわれる。
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代への播種は，通常4月の第 2週からとされる [MALLICK1981/82; 20-21]。

以下で検討する第一期作（ネパール語で hiundedhan 〈冬イネ〉とよばれる。

以下ではこの語をもちいる）の場合，こうした制約をすでに述べたような苗の

他からのもちこみによって解決している。これらからすれば，カトマンズ盆地

の二期作は，限界地的性格をもっているといえよう。

以上に関連してふれておきたいのは，こうした〈冬イネ〉の栽培は，すでに

ふれたように一部の水田にかぎられるという点である。ネパールの冬は乾季に

あたり，カトマンズ盆地でも冬のおわりから春にかけては乾燥がすすむ（表 1)。

この時期にイネ栽培が可能なのは，水がかりの良好な水田だけなのである。

以下では，こうした点に留恋しつつ，〈冬イネ〉の栽培に焦点をあててみて

いくことにしたい。

表 1 カトマンズ (9謁度1337m) の気候と水収支（ソーンスウェイト法による）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 IO月 II月 12月年間

気 温（℃） 9,712.8 16.6 20.4 23.1 24.0 23.9 24.0 23.2 19.9 15.0 11.2 18.6 

降水祇Imm) 14 IO 36 34 IOI 206 389 34,1 183 38 4 1 1361 

可能蒸発散拙(mm) 17 28 55 86 119 128 129 125 105 75 39 22 928 

土穣水分Imm) 4 

゜゜゜゚
78 100 100 100 63 28 7 

注：森料・は東京天文台紺「理科年表（平成2年）」丸洸， 1990による。

2．調究村落 〈冬イネ〉栽培の検討に直接はいるまえに，調在村落の牒業について概要を

における牒 示しておくことにしたい。

業の概要 調査をおこなった村落は，カトマンズの北北東約 6kmに位置する都市近郊牒

村である（図 1)。カトマンズより Burhanilkanthaに通じるバス道路の左側に

ひろがり，住民のなかにはカトマンズに通勤する人が多い。またバス道路ぞい

にはii肛店のほか都市風の住宅が増加しつつあり，土地の値上がりもはげしい。

行政的には， KhadKa•Bhadrakali という村落パンチャヤート 2) を構成しており，

以下バドラカリと略称する。

この村落パンチャヤートには，パルバテ・ヒンズーとネワール族が主として

居住し，前者には高カーストであるチェトリが多い。後者も独自のカースト体

系をもつが，農民のカーストとポーターのカーストに屈す人が大多数をしめる。

2)パンチャヤートの名称は1990年の政変以後廃止されたが，以下この語をもちいる。
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図 1 カトマンズ盆地とその北辺

各民族・カーストの集団は．それぞれの躯落に集中して居住する傾向をもつ。

いずれもJ農業を主な職業とする［小林 1989]が，調査は主としてチェトリに

属す人びとについておこなった。

なおバドラカリの各地区のうち．バス道路にちかい KhadkaGaunには，

1989年に牒業晋及事務所(AgriculturalExtension Cent,・e, No4)が設ii'!:された。

3人のスタッフが配屈され．付近のI此村(8村落パンチャヤート． 4都市パン

チャヤート地区を管轄区とする）に対する改良品種や肥料・,農薬の将及を業務

としている。

図2に示すように．バドラカリではややI/fl析のすすんだ台地がひろがる。こ

の地域のモンスーン季の批観は．台地上而の集落や畑．台地斜面（段丘庄）のわ
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図2 バドラカリの地形
（埜f|）は（冬イネ）のIll柏えを観寮した水田の位罰）

ずかな森林や放牧地をのぞけば，一面の水田となる。住民は台地の開析谷の水

流のみられる底部付近を dol, それ以外を larとよぶ。水田もこれと同様に le

て分類され，水流にちかい水がかりのよい水田は b啜ar，それ以外の水Illは

larとよばれることになる'i)o tarに分類される水田には天水田が多いが，台地

上面からやや斜面をくだると，湧水点が各所にあり令それからの水もモンスー

3）ここで示すのはネパール語であるが，ネワ←ール語の場合も類似の分類がある [ToFFIR

1977 A9-52]。
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ン季にはすくなくない（写真 1)。

こうした水田には，冬季になるとほとんどに衷作のコムギが作付けされる。

コムギ栽培についても，上記の水利条件が慈義をもち， bagarでは潅がいが可

能なので，生育が良好である。これに対し台地の上面にちかいところでは干窟

をうけやすく， to,i(Indiao cape)との混作もみられる。

〈冬イネ〉の栽培は，以上の耕地分頬でいえば， bagarでおこなわれること

になる。谷底をながれる水流からの小水路により，乾燥する冬～春でも常時潅

漑が可能であることが，〈冬イネ〉栽培の条件になるのである。なお， baga,・

にかぎられるわけではないが，ジャガイモも，冬はこの種の耕地につくられる

ことがすくなくない（写具2)。

以上のような主作物をふくめ，牒業カレンダーを示したのが図 3である。イ

ネ・コムギ以外にも多彩な作物がつくられるが，いずれもひろい面積をしめず，

牒繁期は主作物の作付け・収穫期に対応する［小林ほか 1992]。もっとも多忙

なのは，夏作イネ (bhackedhan, 以下〈夏イネ〉とよぶ）の収穫，コムギの作

付けがおこなわれる Ka,tik 月 •Mansi,· 月 (10月中旬～12月中旬），およぴ〈夏

イネ〉の田植えのおこなわれる Asar月(6月中旬～ 7月中旬）となる。ついで，

写真 1 モンスーン季のバドラカリの水田 (1987年9月）
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写真2 台地の間の谷底に立地する〈冬イネ〉栽培のおこなわれる水田
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コムギの収穫のおこなわれる Ba;sakh月(4月中旬～ 5月中旬）も多忙といわれ

る。

なお，ウシ・スイギュウ會ヒッジ・ヤギなども飼投されるが，その数はすく

ない。まったく家畜を飼投しない農家もある。ひろい放牧地や森林を近隣にも

たないため，飼料不足の傾向がつよく，水田（衷作のコムギ栽培中をふくむ）

での除箪によってえられた草は，家までもちかえり家畜にあたえられる。カト

マンズ盆地の人力主体の関業は，こうした状況とむすぴつけて理解されるぺき

ものであろう。 1月連してカトマンズ盆地のネワール族はウシを役用に使JIIしな

いことが多いという [WEBSRER1981 ; Mi<LLER 198L 57]が，バドラカリのネ

ワール族が居住する集落では，梨やウシをみることができた。梨耕については，

ネワール族とパルハテ・ヒンズーのあいだでは，差がないと考えてよいと思わ

れる。

3，水田の立 以上から〈冬イネ〉栽培がきわめて限定されたものであることが，理解され

地と農作業 たと，思われる。立地が限られ，バドラカリではごく少数の人がおこなうにすぎ

ない。つぎにこうした〈冬イネ〉栽培について，観察例をもとに水田の立地と

股作業の概要を示すことにしたい。

田植え作業が観察できたのは，バドラカリの北部をながれる LodiKholaと

よばれる小川のわきに立地する水IIIである（図 2' 写真2)。図 4.，1に示すよう

に，川のやや上流にちいさな堰を設け（写真 3), そこからのみじかい水路によ

り禅水が可能である。水田と川とのあいだには，ちいさなたかまりがあり，堤

防のような役割をはたしている。水田の南側は忽斜面で，せまい段畑となって

いる。東側は，裏作のコムギが作付けされた同様の水田で， 30cmほどの段産が

ある。いうまでもないが東側の水田がたかい。西側にはちいさな溝があり，そ

れをへだててやはりコムギの作付けされた水田となる。

2枚の水田で〈冬イネ〉栽培がみられたが，以下では北側のAについて述べ

たい。なおA・Bは，兄弟関係にあるチェトリの世':i:'にそれぞれ屈している。

Aの耕作主は，カトマンズの大学病院に勤務しており， 日本でいえば兼業牒家

にあたる。

〈冬イネ）の田植え準備は， Magh月(!月中旬～ 2月中旬）にはじまる。ま

4)本図の作製のための俯易測批に際しては．月原敏t導氏（京都大学大学院）のおI!1話になっ
た。
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印 hgla← 

水田A

コムギ

水田B

図4 〈冬イネ〉栽培のおこなわれた水田

写真3 小川につくられた堰と取水口（右側）
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写真4 女性たちによるlIl植え作業

ず〈夏イネ〉収穫後やすませておいた水田を梨で耕起し， 1ヵ月ほど乾媒させ

て雑箪を枯死させる。田植えの数日まえになると，土をやわらかくするために

水田に水をいれる。 El頭にしるした 3月はじめの状態は，これにあたる。

田植え日 (3月8日におこなわれた。 Phagun月にあたる）になると，小焔の

水のはいった水田を，まず梨で耕し，つぎに化学肥料•および別梃にもみがらを

まぜたものを投入する。さらに，ネワール族が主としてもちいる特殊な手鍬

(kodaU, ネワール語では ku) によって土を均平にし叫田植えにうつる。

田植えには近隣の女性数人が躯団6)で従事し，正条植えはおこなわれず，約

15cm間附の乱雑植えであった（写真4）。この女性たちには，昼ころになって軽

食が耕作主から提供された。こうして提供された労働）Jに対しては別の機会，

とくに〈夏イネ〉栽培時にやはり労拗）Jによるお返しがおこなわれることにな

5) ネパールでは，この場合歯のない馬鍬状のI災具をウシにひかせることが多いが，泥がや

わらかすぎてウシの歩行が困難という理由でおこなわれなかった。

6)パルバテ・ヒンズーのほか，ネワール族・マガール族の女性であった。またネワール族

の男性が一人田植えの準ilii作業の手伝いにきていた。
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る。作業がひととおり終了した夕方には，水田がチェックされ，耕作者の淡に

より j府の密度のひくいところに補足的な田植えがおこなわれた。

田植え後は，師日水の管理をおこなう。水田が充分均平になっておらず，湛

水に浅深があり，これはとくに必要な作業と考えられる。除箪は約 2週間1llllii

で前後3回おこない，イネの生育状態によってさらに化学肥料が追加される。

収樅は Asar月におこない，収穫作業時でも落水はおこなわない。これはつ

ぎにすぐ，〈夏イネ〉栽培が1開始されるからである。

〈冬イネ〉収穫後の水田では，梨耕および堆肥・化学肥料の投入のあと〈夏

イネ〉の田植えがおこなわれる。このあと Bhadau月まで 3~ 4回除1位｝ゞくり

かえされ， Asoj月(9月中旬～10月中旬）の落水のあと， 2-3週間で収穫を

むかえる。これは Ka,tik月(JO月中旬～11月中旬）のあいだにほぼ終了する。

〈夏イネ）収穫後はなにも作付けされず， Magh月のつぎの耕起をむかえるこ

とになる。

以上，〈冬イネ〉栽培を中心に1災作業を筒単に紹介した。この内容は〈夏イネ〉

の場合とほとんどかわるところはなく，栽培時期をのぞけば両者の差はWiの調

逹およぴイネの晶種にあることがあきらかである。つぎにこれをみてみよう。

4.l'/iの調達 すでに述べたように，〈冬イネ〉のWiはバドラカリでは育成されず，カトマ

と品種 ンズ盆地外から購入される。 [[l植えを観察した牒家の場合， Trisuliganga川の

支流の LikhKho/aの谷に位骰する Thapagaon(Nuwakot ll[;）で入手している。

この Thapagaonにいくには，まず乗合ジープを利用して，カトマンズ郊外の

Balajuより Tr・isuli方面にむかう。途中ジープから下車し，あとは4時間ほど

あるけば到滸できるという。往復に 2日あれば充分である（図］）。

Thapagaonには，耕作主の義父（要の父）が居住しており，そこで］束2ルピー

（当時日本円で10円）で購入し，もどることになる。現地調壺をしていないので，

この苗の育成地の窃度が不明であるが， 1/10万地図 (Helambu-Langtang.

Arbeitsgemeinsrhaft fur vergleichende Hochgebirgsforshung. Munich, 1987)によ

れば， Thapagaonは700~800m程度に位骰し，カトマンズ盆地との邸度差は

500m以上になる（写真5)。

Thapagaon付近ー1けは Thansingとよばれる。温暖なそこでは， イネのWiを

大他に育成し，他に売るのが牒家の重要な仕事になっているといわれる。カト

マンズ盆地の他の地域からも〈冬イネ〉の苗の購入者がでかけていくことにな

る。なお，こうして購人される苗は，水苗代で育成されるもの(panibiruwaと



102 股耕の技術 15

写真5 〈冬イネ〉のIlf

いう）で，束にしてカゴにつめて帷送しても， 3 ~ 5日1111はもつという。

以上のような〈冬イネ〉の苗に対し，〈夏イネ〉の1iiはバドラカリで準備さ

れる。はやいもの（上記 bagarで宥成）で Bha;sak月，ふつうはJeth月(5月中

旬～ 6月中旬）に播種し，陸苗代で育成することになる。

ところで，上記牒業晋及事務所の職員によれば，村人に対し，ビニール・ハ

ウスをつかえば〈冬イネ〉のWiをバドラカリでも育成できると説明しても，納

得してくれないという。技術的l問題は別としても，こうしたピニール，ハウス

による脊成は，かえって出骰になる可能性が大きい。 1ropani（約 5a)の水田

に必要な苗は， 50~60束といわれる。〈冬イネ〉の田植えが観察できた水田の

場合，図 3から計測した面桔は約 8aで， Thansingで購入する苗の価格が上

記のようなものだとすると，交通費をふくめても，大きな金額にならないので

ある。

つぎにイネの品種についてみてみよう。バドラカリでは，〈夏イネ〉の主要

品種は， Mansuli(Masuii)およぴMasinoといわれる。 Mansuliは， 1応丈がなが

く倒伏しやすいが，コメには香気がありおいしいと評価されている。上記水田

にもモンスーン季にはこれが栽培される。 MALLICK [1981/82 c 70-74]によれば，
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ジャポニカとインデイカの交配によってできた品種で叫成長期間はながく，

感光性はひくいという。もうひとつの Mas;noは，バドラカリでは10年ほどま

えから栽培されている品種で，コメはやはりおいしいといわれる。生育期間は

ながく，草丈も大きい [M汎LER]98]: 57]。他方， Taichung8）とよばれる短粒

の品種もあるが，つくる人はすくないという。穂を地面にたたきつけるだけで

モミ粒がはずれる他の品種とちがい，脱穀に手間がかかるうえ，コメには粘り

があっておいしくないと評価されている。

こうした〈変イネ〉に対し，上記田植えで移植された〈冬イネ〉は，

Kauch;nとよばれる品種である。これは上記 Ta;chungに類似し，草丈がひくく，

脱穀には機械が必要で，あきらかに外来の品種である。 MALLICK [1981/82] 

の示す品種のなかでは，台消より尊入された Kaohs;ung系のもの [p.68]が，

これに対応すると思われる。なお農業普及事務所の職貝によれば， 〈冬・イネ〉

用に奨励されている品種は早生で感光性のひくい CH45である。インドより祁

入されたが，もともと中国のイネであるという [MALLICK1981/82: 68, 74]。

Kauch;nはこれと類似の性格をもつと考えてよいであろう。

さらに関連して（冬イネ〉と〈夏イネ〉の収批についてもみておきたい。上

記田植えのおこなわれた水田では，〈冬イネ〉の場合 9~10muri,• 〈夏イネ〉

の場合12~13mu,;のモミが収穫できるという。これを10aあたりの収蔽に換

鈴したのが表2である。〈冬イネ〉の場合，（夏イネ〉よりもすくないが，それ

表2 調査水田における10aあたりのコメの収絨

容杭換鉢による収址 (9)

重址換鉢による収址 (kg)

〈冬イネ〉 〈夏イネ〉

513-570 684-741 

394-438 525-569 

注(I)調製（もみすり）歩合は、容i/t換鈴の場合を50%,
重枇換枕の場合を70％とする

12llm",iは91,2 9 

(311 m",iのモミゴメは50kg[Torn, 1977: 22]とする。

7) Taichung-65（台中65号）と MayangEbos 80/2の交配によるもので，マレーシアで開発

され，ネパールでは1973年以降晋及された。

8)多数禅入されている Ta;chung系の品種の総称と思われ，草丈がみじかく，栽培に多く

の肥料を必要とする [ASHBYand PACIIICO 1987 c 209]。
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写真6 水Illに肥料をまく耕作主

でも限界地とは思えないほどの高水準であることが注目される。 MALLICK

[1981/82: 29-30] によれば，おなじ品種をつかって 6-7月に成熟させた1易

合と， 11月に成熟させた場合とでは，前者の方が収批が多いという。この原因

としては， Hii者のI易合の方が日照が多いことがあげられている。〈冬イネ）の

収絨の場合も阿様の要因が関与していると考えてよいであろう。

また表2の収絨は，ネパールの平均値からくらべても，群をぬいている叫

9) MAI.LICK [1981/82: 4-5] によれば，ネパールのコメの収批は!Oaあたり 200kg程度であ

るが，カトマンズ盆地では300-400kgとなる。農業普及事務所の職員も，〈冬イネ〉で300kg,

〈夏イネ〉で400-500kgがふつうであるという。
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これには， もっとも水利条件のよい水田であることにくわえ，かなりの1，しの肥

科が投与されていることを考應すべきであろう。上記水田では，化学肥科がい

ずれのIII植えに際しても， 2-3 palhi（約 9-14e）投入されるほか，〈冬イネ〉

の場合はもみがらまじりの鶏爽が150kg, 〈夏イネ〉の場合は堆肥が20-35カゴ

分投与されるという（写其6)。

5，二期作の 以上，〈冬イネ〉栽培における荀の調達および品種，さらに収椛について，

背娯 〈夏イネ〉と比較しつつみてきた。この結果，〈冬イネ〉栽培の特色が明確になっ

てきたと思われる。苗を他からもちこむだけでなく，〈夏イネ）とはちがう品

種を条件のよい水田で集約的に栽培するわけである。以下では，こうした〈冬

イネ〉栽培が成立する背批についてみておきたい。

まず苗の調逹からみると，温暖な低地で購入し，はやく輸送できることが条

件としてあげられる。カトマンズ盆地は，まわりが2000m程度の山地でかこま

れているが，とくに北西側の場合，これをこえれば裔度が急激にさがり，低地

の河谷にいたる（図 I)。逍路の1}il発により＇°'，こうした河谷との短時間での

往復が可能となり，新鮮な苗の入手が容易になっているわけである。

牒業将及事務所の戦貝によれば， （冬イネ〉栽培は，パドラカリもその一部

となる Bisnumati川流域だけで20-25haに達する。またカトマンズ盆地では

ほかに SanglaKhola流域，西部の Thankot, 中央部の Manoha.-a川ぞいの一部

でもおこなわれているという（図 1)。l府の入手先は他にもあるようであるが，

Thansingに依存する Bisnumati川流域だけでも，苗の曲要はかなりに達して

いると考えられる。こうした曲要にこたえる'，ti生産も，カトマンズ盆地との近

接性なしに考えられない。

道路開発のようなイノベーションの効果は，他方肥料の利用にもあらわれて

いる。上記のように，バドラカリでは多数の家畜が飼投できず，自給できる肥

料に限界がある。〈冬イネ〉栽培のような集約的土地利用は，他からII引料を調

達しないかぎり不可能となるが，かなりの肥料が投入されていることはすでに

みたとおりである。この場合，化学肥料にくわえ，鶏梃も購入されたものと考

えられ，これらの輸送は，多くを人力にたよらねばならないIllfiりの村［小林

1989] と比較すれば，きわめて容易である。〈冬イネ〉の比較的多い収並にも，

10) 1966年ころにインドの協力で完成した発軍所の工事用につくられた道路にはじまる

[ROY 1990]。
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こうした肥料の調達条件が重要な意義をもつことになるn)。

また関連して， 1950年代以降多数禅入された新品種も，〈冬イネ〉栽培に寄

与していると考えられる。梨約的栽培に適した新品種は，その収批を他方から

ささえていることになる。

ところで，こうしたカトマンズ盆地の〈冬イネ〉栽培は，バドラカリの隣村

である Tokhaのネワール族／災民が10年ほどまえにはじめたといわれる。上記

の〈冬イネ〉栽培のひろがりからすると，この将及はかなり急速なものであっ

たと思われる。こうした普及を考えるに際して無視できないのは，衷作のコム

ギと比較して，〈冬イネ〉の収枇が多いということである。コムギは 1ropani 

（約 5a)あたり 2muc; (134,6kg)")程度しか収穫できないという。〈冬イネ〉

栽培が培／JI]傾向にあるといわれるのも，このようなコムギの収•}it と比較すれば，

よく理解できよう。

むすびにか 以上，まだ未調究の部分がすくなくないが，カトマンズ盆地の〈冬イネ〉栽

えて 培について検討した。この結果，牒民の自主的イノベーションとしての性格を

もつとはいえ，交通条件の改善，化学肥料や新品種の淋入といった，近年進行

してきた近代化の成果を背批としていることがほぼあきらかになったと思われ

る。

こうした〈冬イネ〉栽培の晋及が，水利条件の良好な水田で近年1/iJ始された

ことは，この楊合あらためて注目しておくぺきであろう。すでに一部ふれたよ

うに，ネパールの低地では，冬から春にかけては温暖な気候のため佗媒がすす

みやすく，土地利用の大きな制約条件となっている。カトマンズ盆地外になる

が，東に隣接する Kabhce-Palanchok郡の場合，牒民レベルで小規模な水路や

ゴムパイプによる潅漑がすすめられて，部分的ながらこの制約が克服され，コ

ムギ栽培が各所でおこなわれている。他方〈冬イネ〉栽培は，こうした制約の

ないところでおこなわれるものであり，その可能な範囲がかぎられていること

はすでにみたとおりである。

この場合とくに留臨されるのは，土地利用の集約化としての〈冬イネ〉栽培

の開始が，土地条件の改良なしで可能なことであろう。上記のような近代化の

11) ネパールでつかわれる化学肥料のうち35％がカトマンズ盆地で消翡されているという

［宮坂 1981]。

12) 1 mu,iのコムギは67.3切となる [TOCCIN]977 c 22]。
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効果もあるが， 1開始にあたり大きな投質を必要としないことは，牒民の自主的

イノベーションとしてそれが成立，普及するのを容易にしたと考えられる。

〈冬イネ〉栽培がなお増大傾向にあるといわれるのも， l|又批の多さだけでなく，

こうした条件にもむすびつけて理解されよう。

叫i舷えを観察した水田付近には，ほかにも〈冬イネ〉栽培が可能な耕地がす

くなくない。今後これらでも開始される可能性が大きいが，同時に冬の水利用

をめぐる問題も発生すると予想される。冬の土地利用の集約化は，ネパールの

牒業の大きな課題と思われるが，この点でも今後の〈冬イネ〉栽培に注目した

しヽ。

本稿のもとになった調壺は，九州大学健康科学調在隊に参加しておこなった。調在に際し

ては，バドラカリの間係者のほか，緒方道彦先生（九大名脊教授） •川崎晃ー教授（九大他

康科学センター）をはじめとするメンバーの方がたには，いろいろお匪話いただいた。

また国立民族学拇物館の共同研究（テーマ：ヒマラヤー自然・人間・社会一，代表者：栗

田靖之同栂物館教授）における討論から多くの示唆をえた。

しるして，以上の方がたに感謝いたします。
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